
【佐賀県武雄市】

常時満⽔位

▲低⽔位管理の様⼦

低⽔位管理により約20万m3の洪⽔調節容量を確保。ため池の流域に⼤⾬（120mm/h）
が降った時、約１時間程度、下流への流出を遅らせることが可能となる。
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▲豪⾬による被災状況
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豪雨時に備えた低水位管理の取組

た め 池 の 所 在 地
た め 池 の 所 有 者
た め 池 の 管 理 者
防災重点農業⽤ため池
堤 ⾼
堤 頂 ⻑
総 貯 ⽔ 量

︓ 佐賀県武雄市
︓ ⼟地改良区
︓ ⼟地改良区
︓ 指定
︓ 12.8ｍ
︓ 367ｍ
︓ 772千m3

ため池の諸元取組の概要

家屋全壊︓87件
床上浸⽔︓773件
死者 ︓3名

農畜産物 ︓約14億円
農業施設・機械︓約20億円
農地 ︓約35億円
⼟地改良施設 ︓約49億円

【佐賀県の被害概要】

○ 佐賀県の六角川流域では、R元年８月の豪雨により大規模な浸水被害が発生。
〇 県、市町、土地改良区が連携し、ため池の洪水調節機能の活用に係る検討会を開催。六角川水系流域治水プロ
ジェクトにため池の活用を位置付け、ため池の低水位管理により洪水調節容量を確保。

 令和元年８⽉27⽇から29⽇にかけて、佐賀県全域に⼤⾬特別警報が発表。

 武雄市では、120mm/hの猛烈な⾬を観測し、堤内地から六⾓川への排⽔
が困難な状況となり、鉄⼯所で浸⽔被害が⽣じたことから、近隣の病院、
住宅及び農地に油が流出するなど⼤きな被害が発⽣。

 県、武雄市、⽩⽯町及び⼟地改良区により、ため池の洪⽔調節機能の活⽤
に係る検討会を実施。

 令和３年度から、営農に⽀障が出ないよう、代かき後の７⽉から11⽉まで
の間、ため池の低⽔位管理を⾏い、約20万m3の洪⽔調節容量を確保。


